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連絡協議会

還
暦

東志賀小６０周年

廣
瀬

本
来
は
住
民
の
方
を
招
き
、
思
い

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
だ
け
で

は
子
ど
も
は
育
ち
ま
せ
ん
。
「
君
た
ち
は
、

こ
の
地
域
の
中
で
育
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

伝
え
て
い
き
た
い
。
校
舎
や
指
導
法
は
変
わ
っ

て
も
、
ど
の
時
代
も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。

山
崎

地
域
活
動
は
小
学
校
が
ベ
ー
ス
。

地
域
と
し
て
も
学
校
行
事
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、
私
た
ち
も
子
ど
も
の
育

成
に
一
生
懸
命
、
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

廣
瀬

東
志
賀
は
人
が
温
か
い
で
す
よ
ね
。

困
っ
た
と
き
に
、
近
く
に
相
談
で
き
る
場
所

が
あ
り
、
頼
れ
る
人
が
い
ま
す
。
登
下
校
の

見
守
り
や
公
園
の
清
掃
な
ど
も
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
児
童
が
素
直
で
思
い
や
り
が

あ
る
の
も
、
地
域
性
が
関
係
し
て
い
る
気
が

し
ま
す
ね
。
私
も
住
み
た
い
で
す
、
本
当
に
。

山
崎

地
域
の
人
が
動
く
の
は
「
東
志
賀

の
子
ど
も
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
が
原
動

力
で
す
。
私
の
息
子
も
東
志
賀
小
の
卒
業
生

で
す
が
、
「
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
地
域
が
理
想
で
す
。

廣
瀬

教
育
は
あ
い
さ
つ
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
児
童
会
を
中
心
に
、

創
意
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

山
崎

あ
い
さ
つ
は
社
会
の
中
で
自
立
し

て
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
よ
ね
。
登
校
時
の
見
守
り
で
児
童
に
「
お

早
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
、
返
事
が

あ
る
と
、
大
変
、
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

廣
瀬

住
民
の
方
が
学
校
に
う
れ
し
い
報

告
を
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
日
は

「
突
然
、
雨
が
降
っ
て
、
児
童
が
傘
を
差
し

出
し
て
く
れ
た
」
と
。
「
登
校
時
の
礼
儀
正

し
さ
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
声
も
も
ら
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

山
崎

地
域
活
動
は
担
い
手
が
高
齢
化
し

て
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

導
入
な
ど
新
た
な
挑
戦
も
始
め
ま
し
た
。
地

域
紙
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
も
活
用
し
て
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
児
童
、
保
護
者
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

廣
瀬

子
ど
も
た
ち
が
「
通
い
た
い
」
と

思
え
る
学
校
が
理
想
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

地
域
の
校
長
と
し
て
、
住
民
の
方
が
「
関
わ

り
た
い
な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
東
志
賀
小
学

校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

開校当時の東志賀小学校

廣
瀬
義
隆
校
長
（
５
２
）

山
崎
悦
男
会
長
（
７
２
）

学区長・校長 記念対談

１
９
６
１
年
（
昭
和
３
６
）

年
に
、
金
城
小
分
校
か
ら
独

立
し
た
東
志
賀
小
学
校
は
今

年
で
開
校
６
０
周
年
。
「
還

暦
」
を
迎
え
た
学
び
舎
で
机

を
並
べ
る
児
童
は
学
区
の
宝
、

そ
し
て
未
来
を
担
う
次
世
代

の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
。
本
紙
は
学

区
連
絡
協
議
会
会
長
の
山
崎

悦
男
さ
ん
（
７
２
）
と
校
長

の
廣
瀬
義
隆
さ
ん
（
５
２
）

の
特
別
対
談
を
企
画
し
た
。

学
区
と
小
学
校
が
手
を
携
え
、

い
か
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
く
か
。
校
長
室
で
の
対
談

を
詳
報
す
る
。

「
児
童
は
地
域
の
中
で
育
っ
て
い
る
」

「
若
い
力
、
地
域
活
動
に
求
め
る
」

今
月
の
題
字

第
６
号
の
タ
イ
ト
ル
の

イ
ラ
ス
ト
は
、
東
志
賀
小
６
年
の
寺
嶋
彩

音
さ
ん
の
作
品
で
す
。
小
学
校
の
特
集
に

ぴ
っ
た
り
な
デ
ザ
イ
ン
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
せ
・
よ
し
た
か

瀬
戸
市
出
身
。

「
人
の
人
生
に
関
わ
る
仕
事
」
と
魅
力
を

感
じ
て
教
員
に
。
前
任
は
緑
区
大
清
水
小

校
長
。
趣
味
は
テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
。

最
近
は
若
者
に
人
気
の
ア
ニ
メ
「
東
京
リ

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
が
お
気
に
入
り
。

完成したばかりの校舎



学
区
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

１
０
月
１
７
日
、
東
志

賀
公
園
で
開
か
れ
、
出

場
者
が
は
つ
ら
つ
と
し

た
プ
レ
ー
を
披
露
し
た
。

大
会
は
高
齢
者
の
交

流
と
健
康
の
維
持
が
目

的
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会

中
止
の
時
期
も
あ
っ
た

が
、
感
染
の
収
束
を
受

け
、
念
願
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
参
加
者
は

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」

な
ど
と
、
お
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
、
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
運
営
は

学
区
の
体
育
委
員
が
協

力
し
た
。

総
合
優
勝
を
飾
っ
た

二
村
敏
江
さ
ん
（
８
５
）

は
「
初
優
勝
に
び
っ
く

り
で
す
。
週
に
４
回
、

都
合
の
付
く
限
り
、
練

習
に
参
加
し
て
、
和
気

あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
体

力
の
続
く
限
り
続
け
た

い
」
。
男
性
の
部
で
最

高
齢
優
勝
の
記
録
を
打

ち
立
て
た
岡
本
茂
彦
さ

ん
（
９
２
）
は
「
こ
の

年
齢
で
健
康
に
プ
レ
ー

で
き
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
幸
せ
で
す
」
と
し

み
じ
み
と
語
っ
た
。

２
０
２
１
年
度
秋
季

北
区
学
区
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
１
０
月
、

北
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
の
部

で
東
志
賀
学
区
チ
ー
ム

が
３
位
入
賞
を
果
た
し

た
。チ

ー
ム
に
は
３
０
～

６
０
代
の
約
２
５
人
が

所
属
し
て
い
る
。
入
賞

を
懸
け
た
準
々
決
勝
は
、

エ
ー
ス
の
左
腕
、
与
座

広
行
さ
ん
（
４
４
）
が

先
発
し
、
伸
び
の
あ
る

直
球
と
多
彩
な
変
化
球

で
相
手
打
線
を
抑
え
込

ん
だ
。
エ
ー
ス
の
熱
投

に
応
え
よ
う
と
、
打
線

も
奮
起
し
、
序
盤
か
ら

長
短
打
を
重
ね
て
大
勝

し
た
。
準
決
勝
は
惜
し

く
も
敗
れ
た
が
、
持
ち

味
の
「
全
員
野
球
」
を

披
露
し
た
。

監
督
の
原
英
男
さ
ん

（
６
８
）
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
試
合
や
練
習
が
で

き
な
い
時
期
が
続
い
た

が
、
力
を
発
揮
で
き
た
」

と
喜
ぶ
。
近
年
、
Ｏ
Ｂ

チ
ー
ム
と
「
親
子
関
係
」

に
あ
る
児
童
の
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
保
護
者

ら
が
チ
ー
ム
に
加
入
し

て
い
る
。
「
一
時
期
、

人
数
が
足
り
ず
に
解
散

の
危
機
も
あ
っ
た
。
今

は
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。
今

後
、
優
勝
も
狙
え
る
」

と
意
気
込
む
。

１
番
遊
撃
手
で
チ
ー

ム
を
引
っ
張
る
荒
深
正

臣
さ
ん
（
４
８
）
は
、

準
々
決
勝
で
２
打
席
連

続
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
記
録
。

「
何
と
か
次
の
打
者
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
必
死

に
打
っ
た
結
果
が
ホ
ー

ム
ラ
ン
に
な
っ
た
。
世

代
を
越
え
た
関
わ
り
合

い
を
持
て
る
点
が
、
Ｏ

Ｂ
ソ
フ
ト
の
魅
力
」
と

語
っ
た
。

第6号 東志賀ヒーローズ ２０２１年１１月

学
区
の
ヒ
ー
ロ
ー
の

情
報
を
ぜ
ひ
、
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
学
区
編
集

部
の
鈴
木
龍
司
ま
で
。

☎
０
８
０
・
３
５
０
２
・

３
５
３
４

北
区
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

全
員
野
球
、
見
事
３
位

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

入
賞
者
の
皆
さ
ん

【
総
合
優
勝
】

二
村
敏
江

【
男
性
の
部
】

優
勝

岡
本
茂
彦

２
位

藤
森
哲
郎

３
位

森
鋭
一

４
位

杉
原
公

５
位

森
三
夫

【
女
性
の
部
】

優
勝

二
村
敏
江

２
位

古
田
恵
子

３
位

上
岡
清
子

４
位

丸
山
富
子

５
位

永
谷
靖
江

（
敬
称
略
）

懐かしの東志賀小

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

二
村
さ
ん
栄
冠

は
つ
ら
つ
熟
練
の
技

地
元
の
英
雄

情
報
を
募
集

お
い
し
く
飯
ご
う
炊
さ
ん

修
学
旅
行
で
清
水
寺
へ

白
熱
！
玉
入
れ

懐
か
し
い
３
枚
の
写

真
は
１
９
６
６
（
昭
和

４
１
）
年
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
か
ら
お
借
り
し
ま

し
た
。
表
面
の
完
成
間

も
な
い
校
舎
の
写
真
は

谷
口
元
さ
ん
（
７
２
）

の
提
供
で
す
。
現
在
は

黒
川
東
町
内
会
長
を
務

め
、
学
区
の
防
災
活
動

や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
地
域
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。



東
志
賀
学
区
の
第
５

１
回
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
１
１
月
２
１

日
、
北
陵
中
学
校
で
開

か
れ
、
志
賀
三
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
。

団
地
の
ア
ー
バ
ン
、

大
野
町
、
志
賀
三
、
消

防
団
の
計
４
チ
ー
ム
が

出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
は
い
ず
れ
も
接
戦
の

好
ゲ
ー
ム
で
、
大
野
町

と
の
決
勝
に
競
り
勝
っ

た
志
賀
三
が
優
勝
旗
を

手
に
し
た
。
監
督
の
波

多
野
勝
さ
ん
（
６
６
）

は
「
若
い
子
の
力
が
特

に
光
っ
た
。
こ
こ
ま
で

良
い
打
撃
が
で
き
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

喜
ん
だ
。

縁
の
下
の
ヒ
ー
ロ
ー

と
し
て
運
営
を
支
え
た

の
が
体
育
委
員
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

そ
し
て
親
善
ソ
フ
ト
と

大
活
躍
の
秋
だ
っ
た
。
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連絡協議会

サ
ロ
ン
は
東
志
賀
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
北
保
育
園
エ
リ
ア
支
援
保

育
所
な
ど
の
協
力
で
月
１
回
、
企
画
し
て
い
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
こ
の
日
は
０
～
３
歳
児
と
保

護
者
ら
３
０
人
以
上
が
参
加
。
親
子
で
手
遊
び

や
工
作
を
楽
し
ん
だ
後
、
待
ち
に
待
っ
た
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
会
場
に
到
着
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
。

主
任
民
生
児
童
委
員
の
天
野
美
帆
さ
ん
は
自

身
の
子
育
て
の
経
験
を
も
と
に
「
マ
マ
友
の
存

在
っ
て
本
当
に
大
事
。
地
域
の
マ
マ
が
つ
な
が

り
、
情
報
交
換
を
で
き
る
よ
う
に
橋
渡
し
役
が

で
き
れ
ば
」
と
話
す
。
活
動
の
や
り
が
い
に
つ

い
て
は
「
子
ど
も
た
ち
が
も
う
、
か
わ
い
く
て
、

か
わ
い
く
て
」
と
表
情
を
崩
し
た
。

も
う
す
ぐ
、
ク
リ
ス
マ
ス
。
学
区
の
子
育
て
サ
ロ

ン
「
と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
」
が
１
２
月
１
日
、
東
志

賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

い
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
背
負
っ

て
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
は
大
歓
声
。
子
育
て
に
奮

闘
中
の
マ
マ
た
ち
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

お
と
も
だ
ち
と

ク
リ
ス
マ
ス
！

ママ友も交流 サンタに大歓声

民
生
児
童
委
員
な
ど
企
画

志賀三Ｖ
体育委員も貢献

親
善
ソ
フ
ト
大
会

【今後の予定】

・１月５日

上飯田児童館による手

作りおもちゃ

・２月２日

乳幼児の応急手当・Ａ

ＥＤ

＠コミュニティセンター

※予約制。問い合わせ

はメール。アドレスは、

ｈｉｇａｓｈｉｓｈｉ

ｇａ_ｂａｂｙ＠ｙａｈ
ｏｏ．ｃｏ．ｊｐ



団
地
へ
の
緊
急
出
動

は
鍋
の
空
だ
き
が
原
因

だ
っ
た
。
消
防
団
長
の

犬
飼
邦
雄
さ
ん
（
７
１
）

は
「
鍋
物
や
ス
ト
ー
ブ

な
ど
、
冬
は
火
を
使
う

機
会
が
増
え
る
。
よ
り

注
意
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
る
。

１
２
月
の
学
区
防
災

訓
練
で
キ
ビ
キ
ビ
と
し

た
ポ
ン
プ
訓
練
を
披
露

し
た
消
防
団
。
日
ご
ろ

は
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
燃
え
や
す
い
段
ボ
ー

ル
が
置
か
れ
て
い
な
い

か
、
不
審
者
は
い
な
い

か
、
注
意
深
く
見
回
り
、

学
区
の
安
全
を
守
っ
て

く
れ
て
い
る
。

課
題
は
メ
ン
バ
ー
不

足
。
定
員
２
５
人
に
対

し
て
所
属
は
２
０
～
７

０
代
の
１
４
人
。
「
学

区
の
た
め
に
誰
か
が
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。

な
ら
ば
自
分
が
」
。
団

員
は
そ
ん
な
思
い
で
活

動
し
て
い
る
。

「
危
険
が
伴
う
の
で

は
？
」
と
心
配
す
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

火
災
時
の
任
務
は
交
通

整
理
な
ど
の
後
方
支
援

が
中
心
だ
。
災
害
時
に

は
住
民
の
助
け
合
い
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
。

広
報
啓
発
な
ど
女
性
の

活
躍
の
場
も
多
い
。

特
に
現
役
世
代
は
仕

事
や
子
育
て
に
忙
し
い
。

だ
か
ら
、
活
動
は
「
強

制
は
な
し
。
仕
事
な
ど

生
活
優
先
」
と
い
う
。

欠
席
を
申
し
出
や
す
い

環
境
な
の
で
安
心
だ
。

「
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
。
多
世
代
交
流
で

き
る
点
も
魅
力
で
す
よ
」
。

団
員
た
ち
は
、
新
た
な

ヒ
ー
ロ
ー
の
仲
間
入
り

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

東
志
賀
学
区
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
１
１
月
、

北
区
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

を
制
し
て
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
た
。

持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
１
、
２
回
戦
を
大

勝
。
大
接
戦
と
な
っ
た

決
勝
戦
も
主
将
で
エ
ー

ス
の
矢
野
千
晶
さ
ん
を

中
心
に
相
手
を
無
失
点

に
抑
え
、
勝
利
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
お
楽
し
み

会
も
企
画
。
児
童
や
ス

タ
ッ
フ
、
保
護
者
で
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
。

新
団
員
も
大
募
集
中
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｈ
Ｐ

「
東
志
賀
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ

ｎ
ｅ
ｗ
」
か
ら
。

第７号 東志賀ヒーローズ ２０２１年１２月

あ
な
た
の
身
近
な
ヒ
ー

ロ
ー
の
情
報
を
ぜ
ひ
、

お
寄
せ
下
さ
い
。
学
区

編
集
部
の
鈴
木
龍
司
ま

で
。
☎
０
８
０
（
３
５

０
２
）
３
５
３
４

地
元
の
英
雄

情
報
を
募
集

消防団 緊急出動！

「住民のため」団員の心意気

１
０
月
末
の
夕
方
、
学
区
内
の
団
地
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
消
防
車
が
集
ま
っ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
が
い
る
。
東
志
賀
学
区
消
防
団
の

メ
ン
バ
ー
だ
。
幸
い
火
災
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
改
め
て
、
わ
が
町
に
消
防
団
員
が
い

る
こ
と
を
心
強
く
思
う
機
会
に
な
っ
た
。

学
区
内
に
居
住
、
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人

で
、
入
団
時
の
年
齢
が
１
８
歳
以
上
６
５
歳
以

下
の
人
が
対
象
。
女
性
も
大
学
生
も
大
歓
迎
。

非
常
勤
の
特
別
職
公
務
員
の
身
分
で
、
手
当
の

費
用
弁
償
あ
り
。
問
い
合
わ
せ
は
、
犬
飼
団
長

ま
で
。
☎
０
９
０
（
３
２
５
４
）
８
９
２
０

求
む
！
消
防
団
員

活動後は和気あいあい

今
月
の
題
字

第
７
号
の
タ
イ
ト

ル
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

東
志
賀
小
４
年
の
木

下
暖
士
君
の
作
品
で

す
。
心
温
ま
る
ク
リ

ス
マ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

画
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
北
区
制
覇

ソフト お楽しみ会も満喫



朝
６
時
半
の
東
志
賀

公
園
。
集
ま
っ
て
き
た

住
民
が
挨
拶
を
交
わ
し
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
一
緒

に
体
を
動
か
す
。
終
わ

る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
世

間
話
の
輪
が
で
き
る
。

子
供
会
の
児
童
が
加
わ

る
夏
休
み
は
一
層
、
に

ぎ
や
か
に
な
り
、
参
加

者
が
１
０
０
人
を
上
回

る
日
も
あ
る
。

「
朝
活
」
（
ア
サ
カ

ツ
）
が
一
般
化
し
た
近

年
、
交
流
や
見
守
り
の

場
と
し
て
ラ
ジ
オ
体
操

の
注
目
が
高
ま
る
。
学

区
連
絡
協
議
会
ト
ッ
プ

の
山
崎
悦
男
さ
ん
（
７

２
）
は
「
子
ど
も
に
親

世
代
、
年
配
者
。
多
世

代
交
流
の
輪
を
ラ
ジ
オ

体
操
を
通
じ
て
広
げ
た

い
」
と
期
待
す
る
。

2022年(令和４年)

１月（第８号）

発行：東志賀学区

連絡協議会

新
し
い
朝

交
流
の
輪

集
ま
れ
！
ラ
ジ
オ
体
操

ラ
ジ
オ
体
操
の
交
流
を
陰
で

支
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
が
、
酒
井
知
代

野
さ
ん
（
８
０
）
だ
。
１
０
年
以

上
、
毎
朝
、
欠
か
さ
ず
に
公
園
で

ラ
ジ
オ
を
流
し
て
い
る
。

「
早
寝
早
起
き
は
三
文
の
徳
。

健
康
に
も
良
い
し
、
名
前
を
知
ら

な
く
て
も
気
軽
な
付
き
合
い
が
生

ま
れ
る
」
と
酒
井
さ
ん
。
雨
、
雪

の
日
は
図
書
館
の
駐
輪
場
や
団
地

の
テ
ラ
ス
に
ラ
ジ
オ
を
置
く
。
前

任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
当
番
の
や

り
が
い
を
「
『
い
つ
も
、
あ
り
が

と
う
』
と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
と
、

う
れ
し
く
て
」
と
語
る
。
体
操
の

後
は
友
人
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
向

か
う
。
座
右
の
銘
は
「
継
続
は
力

な
り
」
。
そ
の
言
葉
通
り
の
地
道

な
活
動
が
、
学
区
の
触
れ
合
い
を

支
え
続
け
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
当
番

十
年
余

酒
井
知
代
野
さ
ん

新
し
～
い
朝
が
来
た
、
希
望
の
朝

だ
～
♪

ラ
ジ
オ
体
操
で
新
た
な
出

会
い
と
交
流
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
東
志
賀
学
区
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

２
０
２
２
年
も
「
つ
な
が
り
」
。
地

域
の
縁
と
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、

新
年
号
の
ト
ッ
プ
は
ラ
ジ
オ
体
操
の

話
題
を
取
り
上
げ
る
。

今
月
の
題
字

第
８
号
の
タ
イ
ト

ル
の
イ
ラ
ス
ト
は
東

志
賀
小
４
年
の
日
置

カ
サ
ン
ド
ラ
さ
ん
の

作
品
で
す
。
お
正
月

に
ち
な
ん
だ
、
か
わ

い
い
デ
ザ
イ
ン
画
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
世
代
を
問

わ
ず
、
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６時半＠東志賀公園

「
こ
の
家
は
無
事
で

す
」
。
東
志
賀
学
区
は
、

大
規
模
災
害
時
に
住
民

の
安
否
確
認
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
内
会
を
通

じ
て
「
安
否
確
認
札
」

を
各
世
帯
に
配
り
ま
し

た
。
学
区
防
災
委
員
会

は
「
自
宅
か
ら
避
難
す

る
際
、
ド
ア
ノ
ブ
に
札

を
掛
け
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

災
害
時
、
「
７
２
時

間
の
壁
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

被
災
か
ら
七
十
二
時
間

（
三
日
）
を
境
に
、
一

気
に
生
存
率
が
下
が
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
主
防
災
会

に
と
っ
て
は
、
避
難
状

況
の
早
期
把
握
が
大
切

な
任
務
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
所
付
き

合
い
が
薄
れ
た
り
、
住

民
が
高
齢
化
し
た
り
し

て
確
認
が
難
し
い
地
域

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
ケ
ー
ス
で
は
、
安
否

確
認
札
が
切
り
札
に
な

り
ま
す
。
自
宅
で
被
災

し
て
逃
げ
る
際
、
少
し

で
も
余
裕
が
あ
れ
ば
、

こ
の
札
を
玄
関
先
に
掲

げ
て
く
だ
さ
い
。

玄関先に「無事です」

災害時に掲げて！



市
教
育
委
員
会
が
進

め
る
い
じ
め
撲
滅
の

「
Ｉ
Ｎ
Ｇ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
一
環
。
Ｉ
Ｎ
Ｇ

は
「
Ｉ
（
い
じ
め
の
）
」

「
Ｎ
（
な
い
）
」
「
Ｇ

（
学
校
づ
く
り
）
」
の

略
称
で
、
東
志
賀
小
学

校
の
児
童
は
道
徳
な
ど

の
時
間
を
活
用
し
て
、

い
じ
め
の
防
止
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
。

「
生
命
の
声
明
」
の

フ
レ
ー
ズ
は
各
学
級
か

ら
出
た
意
見
を
も
と
に
、

児
童
会
が
決
定
。
全
校

集
会
で
お
披
露
目
し
、

言
葉
に
込
め
た
思
い
を

紹
介
し
た
。

児
童
会
長
の
轟
葵
君

（
６
年
）
は
「
自
分
か

ら
い
じ
め
は
し
な
い
し
、

も
し
、
気
付
い
た
ら
す

ぐ
に
注
意
し
た
い
」
。

副
会
長
の
淺
井
柚
樹
君

（
６
年
）
は
「
も
し
、

い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ん
だ
り
、
ふ

さ
ぎ
込
ん
だ
り
せ
ず
、

先
生
や
家
族
に
訴
え
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

る
。
代
表
委
員
の
杉
本

雄
哉
君
（
６
年
）
も

「
一
人
ぼ
っ
ち
の
子
が

い
た
ら
、
『
大
丈
夫
？
』

と
声
を
掛
け
て
あ
げ
た

い
」
と
誓
う
。

市
は
各
校
の
合
言
葉

の
イ
ラ
ス
ト
を
集
め
て

フ
ラ
ッ
グ
を
作
る
。
そ

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

た
代
表
委
員
の
中
室
綴

さ
ん
（
６
年
）
は
「
誰

に
で
も
温
か
く
接
す
る

こ
と
を
心
掛
け
た
い
」

と
語
る
。

児
童
会
は
相
手
に
言
っ

て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

言
葉
を
募
る
「
あ
つ
ま

れ
！
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
の

森

ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
も
企

画
。
「
大
丈
夫
？
」

「
ナ
イ
ス
」
「
助
か
っ

た
よ
」
「
す
ご
い
ね
」

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
言
葉
が
集
ま
り
、
言

葉
を
飾
っ
た
ツ
リ
ー
を

校
内
に
展
示
し
た
。

廣
瀬
義
隆
校
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
自
主

性
を
持
ち
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
進
め
て
く
れ

て
い
る
。
と
て
も
大
切

な
姿
勢
で
す
」
と
活
動

を
喜
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ

れ
て
い
た
学
区
と
警
察

に
よ
る
夜
間
合
同
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
が
１
１
月

末
に
再
開
し
た
。
防
犯

委
員
に
加
え
学
区
役
員

や
町
内
会
長
、
住
民
ら

が
参
加
。
不
審
者
に
目

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
空

き
巣
や
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
身
近
な
犯
罪
へ
の

注
意
を
呼
び
か
て
い
る
。

久
し
ぶ
り
の
合
同
パ

ト
と
な
っ
た
１
１
月
末

は
８
０
人
が
集
ま
り
、

１
２
月
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
夜
も
有
志
が
大
集
結

し
た
。
２
１
人
の
防
犯

委
員
は
連
日
、
年
末
の

巡
回
を
続
け
る
な
ど
大

活
躍
中
だ
。
防
犯
委
員

長
の
北
川
勝
弘
さ
ん

（
７
６
）
は
「
暮
れ
の

忙
し
い
時
期
に
大
勢
が

集
ま
っ
た
。
『
我
が
町

が
か
わ
い
い
』
と
い
う

愛
を
感
じ
る
」
と
や
る

気
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
。

第８号 東志賀ヒーローズ ２０２２年１月号

あ
な
た
の
身
近
な

ヒ
ー
ロ
ー
の
情
報
を

ぜ
ひ
、
お
寄
せ
下
さ

い
。
学
区
編
集
部
の

鈴
木
龍
司
ま
で
。
☎

０
８
０
（
３
５
０
２
）

３
５
３
４

「生命の声明」
１
人
１
人
の
大
切
な
声

咲
か
せ
よ
う
笑
顔
の
花

いじめ防止 児童が合言葉「生命の声明」－。東志賀小学校の児童が、
いじめのない学校にしようと、意見を出し合っ
て、キャッチフレーズを決めた。「１人１人
の命を尊重して、１人１人の声を大切にしよ
う」。そんな誓いを込めた。中心となって合
言葉を決めた児童会の役員に、校長室で思い
を聞いた。

安心の夜守る

防犯パト大集結

区
社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ

で
閲
覧
可
。
「
地
域
福
祉
に

関
す
る
こ
と
」
か
ら
「
各
学

区
の
取
り
組
み
」
に
進
み
、

「
東
志
賀
学
区
」
を
ク
リ
ッ

ク
。
印
刷
も
で
き
ま
す
。

ヒ
ー
ロ
ー
ズ
電
子
版

北
区
社
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

身
近
な
英
雄

情
報
を
募
集



新
成
人
の
伊
藤
綾
里

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で

国
歌
を
斉
唱
。
学
区
の

伝
統
行
事
「
希
望
の
灯
」

で
は
宮
本
和
維
さ
ん
と

金
森
美
和
さ
ん
が
代
表

で
ロ
ウ
ソ
ク
に
点
火
し

た
。
斎
藤
伸
秀
さ
ん
と

野
田
渓
さ
ん
が
来
賓
の

恩
師
に
謝
辞
を
述
べ
、

久
納
由
衣
さ
ん
と
桝
谷

り
え
さ
ん
、
住
田
恵
梨

さ
ん
、
伊
藤
汐
里
さ
ん

が
花
束
を
贈
っ
た
。
最

後
に
永
井
遥
大
さ
ん
と

紫
村
香
弥
さ
ん
が
交
通

安
全
を
宣
言
し
、
集
合

写
真
を
撮
影
し
た
。

2022年(令和４年)

２月（第９号）

発行：東志賀学区

連絡協議会

今
月
の
題
字

第
９
号
の
タ
イ
ト
ル

の
イ
ラ
ス
ト
は
東
志
賀

小
４
年
の
雪
廣
こ
う
た

ろ
う
君
の
作
品
で
す
。

温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
世
代
を
問

わ
ず
、
皆
さ
ん
の
作
品

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
次
は
節
目

の
第
１
０
号
。
編
集
部

で
は
近
い
将
来
、
題
字

の
作
品
展
を
開
催
で
き

た
ら
素
敵
だ
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

希
望
の
キ
ャ
ン
ド
ル
灯
す

新成人の門出
次代担うヒーローたち

行動力と責任感のある大人になる－。成人式では
新成人を代表して、村田允さんと倉崎彩音さんが誓
いの言葉を述べた。２人に決意や今後の夢、地元学
区への思いを聞いた。

倉
崎
彩
音
さ
ん

村
田

允
さ
ん

「
責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い
」
。
教
師
を
目
指

し
て
大
学
に
通
う
村
田
さ
ん
の
理
想
は
「
生
徒
に
も
同
僚

の
教
師
か
ら
も
慕
わ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
先
生
」
と
い
う
。

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
倉
崎
さ
ん
は
「
周
り
に
気
を
配
れ
、

行
動
力
を
持
っ
て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
前
を
向
く
。

高
校
の
卒
業
式
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
て
き
た
年
代
。
二
人
は
「
み
ん
な
で
祝
え
る
式
が

あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
、
「
地
元
の
方

も
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
の
に
、
私
た
ち
の
た
め
に
式
典
を
準

備
し
て
く
れ
、
感
謝
し
か
な
い
」
と
語
っ
た
。

学
区
の
魅
力
を
「
住
民
の
距
離
が
近
く
、
人
の
つ
な
が

り
が
残
っ
て
い
る
」
と
語
る
村
田
さ
ん
。
将
来
は
教
師
と

し
て
地
元
に
貢
献
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
地
域
活
動
に
関

心
を
持
つ
倉
崎
さ
ん
は
「
若
者
が
温
か
い
と
思
え
る
地
域

に
す
る
た
め
、
地
元
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
誓
っ
た
。

新
成
人
の
一
生
の
思
い
出

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
式
典

の
準
備
や
運
営
に
は
学
区
の

役
員
や
町
内
会
長
ら
約
４
０

人
が
協
力
し
た
。

東
志
賀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で

実
行
委
員
長
を
務
め
た
柳
川

正
弘
さ
ん
（
３
７
）
は
「
式

は
大
人
へ
の
最
初
の
一
歩
。

自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
も

人
生
の
区
切
り
に
な
っ
た
。

良
い
門
出
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
願
っ
た
。
式
の
準
備

に
２
０
年
以
上
関
わ
っ
て
き

た
少
年
補
導
委
員
長
の
山
脇

正
己
さ
ん
（
６
６
）
は
「
毎

年
、
大
事
な
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
、
し
っ
か
り
と
し
た

式
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
協
力
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
、
「
希
望
の
灯
」
の

キ
ャ
ン
ド
ル
設
営
な
ど
運
営

を
引
っ
張
っ
た
。

学
区
長
の
山
崎
悦
男
さ
ん

（
７
２
）
は
式
の
あ
い
さ
つ

で
、
Ｉ
Ｔ
化
や
東
志
賀
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
な
ど
新
た
な
取
り
組

み
を
紹
介
。
「
ぜ
ひ
、
若
い

人
た
ち
と
も
一
緒
に
手
を
つ

な
い
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
た
。

明
る
い
未
来
へ
、
新
成
人
が
希
望
の
灯
を

と
も
し
た
。
東
志
賀
学
区
成
人
式
が
１
月
、

東
志
賀
小
学
校
で
開
か
れ
、
８
０
人
が
決
意

を
新
た
に
し
た
。
式
は
学
区
の
役
員
ら
が
準

備
し
、
次
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
門
出
を
祝
っ
た
。

「
行
動
力
持
っ
て
挑
戦
す
る
」

「
信
頼
さ
れ
る
先
生
目
指
す
」

大
人
の
誓
い学区で祝う手づくりの式



東
志
賀
学
区
の
自
主

防
災
訓
練
が
昨
年
末
、

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
か
れ
、
住
民
１
２

０
人
が
参
加
し
た
。

消
火
器
の
扱
い
に
慣

れ
る
た
め
、
５
メ
ー
ト

ル
先
の
的
を
狙
う
訓
練

や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
起
振
車
の

体
験
会
な
ど
を
企
画
。

命
を
守
る
た
め
に
日
ご

ろ
か
ら
、
家
具
の
転
倒

防
止
対
策
を
施
し
て
お

く
こ
と
の
重
要
性
も
学

ん
だ
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
避
難
所
の
感

染
対
策
も
重
要
で
、
避

難
者
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
取
り

方
な
ど
も
確
認
し
た
。

町
内
会
単
位
で
活
動

す
る
各
自
主
防
災
会
は
、

学
区
の
訓
練
に
合
わ
せ

て
安
否
確
認
札
の
掲
示

と
、
各
戸
を
回
っ
て
確

認
す
る
訓
練
に
取
り
組

み
、
災
害
に
備
え
た
。

第９号 東志賀ヒーローズ ２０２２年２月

今、大地震が起きたら…

◇
学
区
の
課
題
は

こ
こ
数
年
、
地
元
で
大
災
害
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
は
災
害
を
「
自
分
事
」
と
し
て

と
ら
え
て
ほ
し
い
で
す
。
自
主
防
災
会
は
役

員
の
高
齢
化
や
無
関
心
な
人
の
増
加
で
、
う

ま
く
機
能
し
て
い
な
い
組
織
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
ん
な
中
、
ど
う
対
策
を
進
め
る
か

防
災
訓
練
で
安
否
確
認
札
を
試
し
ま
し
た
。

犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
の
第
一
歩
が
安
否
確

認
。
誰
が
逃
げ
遅
れ
た
か
が
分
か
れ
ば
、
後

の
対
応
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
委
員
会
の
取
り
組
み
を
教
え
て

２
０
１
４
年
度
に
発
足
し
、
そ
の
翌
年
か

ら
委
員
長
に
就
き
ま
し
た
。
現
在
は
男
女
６

人
の
委
員
が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
避
難
所

の
運
営
や
炊
き
出
し
の
訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ

作
り
な
ど
を
進
め
、
避
難
所
を
巡
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
企
画
し
ま
し
た
。
現
在
は
災
害
時

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で
す
。
「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
。
こ
の
精
神

が
一
番
大
事
。
来
年
度
に
は
詳
細
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
完
成
さ
せ
、
各
自
主
防
災
会
に
モ
デ

ル
と
し
て
提
供
し
た
い
。

◇
や
り
が
い
は

住
民
か
ら
「
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
と
反

応
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
関
心
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
地

域
は
、
都
会
な
の
に
人
の
結
び
付
き
が
強
い
。

仕
事
と
の
両
立
や
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
、

皆
さ
ん
と
前
に
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

災害は忘れたころにやってくる－。
東日本大震災（３・１１）から来月
で１１年を迎える。もし、この瞬間、
大地震が地域を襲ったら…。学区の
防災訓練や防災委員長のインタビュー
を通じて、東志賀学区の備えの現在
地とこれからを考えたい。

磯部正明さん

防
災
委
員
長
に
聞
く

学
区
の
防
災
活
動
の
要
が
防
災
委

員
会
。
防
災
訓
練
や
災
害
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
り
な
ど
、
有
事
に
備
え
て
日

夜
、
活
躍
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
。
委

員
長
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
い
る
磯

部
正
明
さ
ん
に
、
現
状
の
課
題
や
活

動
に
対
す
る
思
い
、
住
民
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。

ヒ
ー
ロ
ー
ズ
は
北
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
高
齢
者
ら
の
困

り
事
に
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
地
域
支
え
あ
い
事
業
」

の
活
動
報
告
も
読
め
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
直
接

ア
ク
セ
ス
す
る
と
便
利
で
す
。

電
子
版
お
試
し
を

住民の命どう守る？

消
防
団
は
放
水
訓
練
を
実
演
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
地

道
な
訓
練
を
続
け
る
団
員
た
ち
は
統
率

の
取
れ
た
動
き
を
披
露
し
た
。

災
害
発
生
時
、
住
民
の
強
い
味
方
と

な
る
消
防
団
は
団
員
不
足
が
深
刻
。
新

し
い
仲
間
を
大
募
集
中
だ
。
１
８
歳
以

上
６
５
歳
以
下
。
女
性
、
大
学
生
も
歓

迎
。
手
当
の
費
用
弁
償
あ
り
。
問
い
合

わ
せ
は
、
犬
飼
邦
雄
団
長
ま
で
。

☎
０
９
０
（
３
２
５
４
）
８
９
２
０

安
否
確
認
や
消
火
練
習

学
区
防
災
訓
練
に
１
２
０
人

自
分
の
町
、
自
分
た
ち
で
守
る

消
防
団

放
水
勇
ま
し
く

編
集
部
・
鈴
木
の
団

地
も
安
否
確
認
札
の
訓

練
を
実
施
。
「
札
を
見

つ
け
た
瞬
間
、
関
心
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
気

が
し
て
う
れ
し
い
ね
」
。

協
力
し
て
く
れ
た
女
性

の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
防
災
委
員
長
の
思

い
と
も
重
な
り
ま
す
。

編
集
後
記

ス
ポ
ー
ツ
や
特
技
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
身
近

に
あ
る
温
か
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
…
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。
学
区
編
集

部
の
鈴
木
龍
司
ま
で
。

☎
０
８
０
（
３
５
０
２
）

３
５
３
４

身
近
な
英
雄

情
報
提
供
を



「
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
」
「
学
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

作
成
」
「
電
子
回
覧

板
」
。
現
在
、
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の

は
こ
の
三
点
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
２
０

人
を
超
え
、
グ
ル
ー

プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ

ン
）
な
ど
で
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、

勉
強
会
や
交
流
会
を

開
き
、
一
歩
ず
つ
前

に
進
め
て
い
ま
す
。

活
動
は
「
無
理
な

く
、
で
き
る
範
囲
で
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
も
可
能
で

す
。
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い

こ
な
し
て
い
る
学
生

さ
ん
や
子
育
て
世
代
、

在
宅
勤
務
で
少
し
余

裕
の
で
き
た
働
く
世

代
…
。
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

Ｉ
Ｔ
化
の
目
的
は

「
効
率
化
」
に
加
え
、

仲
間
と
つ
な
が
り
、

楽
し
む
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
不
慣
れ
だ
っ
た

年
配
の
方
も
、
講
座

や
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
メ
キ
メ
キ

と
上
達
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）
や
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
「
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
も

使
い
こ
な
し
、
交
流

の
幅
が
広
が
っ
て
い

る
と
大
好
評
で
す
。

「
息
子
や
娘
に
は
聞

き
づ
ら
い
」
と
い
う

人
も
、
こ
の
チ
ー
ム

な
ら
、
楽
し
く
ス
マ

ホ
や
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
せ
ま
す
！

2022年(令和４年)

３月号（第１０号）

発行：東志賀学区

連絡協議会

今
月
の
題
字

記
念
す
べ
き
第
１

０
号
の
タ
イ
ト
ル
の

イ
ラ
ス
ト
は
、
東
志

賀
小
６
年
の
藤
原
勇

典
君
の
作
品
で
す
。

ま
さ
に
ヒ
ー
ロ
ー
。

こ
の
新
聞
に
ぴ
っ
た

り
な
デ
ザ
イ
ン
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

学区のIT化・仲間募集

ネット交流、求む人材！

皆
さ
ん
も
、
東
志
賀
学
区
の
Ｉ
Ｔ
化
チ
ー
ム

の
仲
間
に
な
り
ま
せ
か
？

コ
ロ
ナ
禍
で
も
地

域
活
動
や
住
民
の
結
び
付
き
を
維
持
す
る
た
め
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
化
と
言
っ

て
も
難
し
く
考
え
る
必
要
は
な
し
。
楽
し
く
学

び
合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
進
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
や
学
生
、
子
育
て
世
代
、
お
年

寄
り
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
大
歓
迎
で
す
。

パ
パ
マ
マ
、
学
生
さ
ん
歓
迎

スマホ練習、孫とのzoom

初心者も楽しく

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
「
Ｈ
Ｐ
作
成
」
「
電
子
回
覧
板
」

無
料
の
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
、
す
で
に
学
区
の

Ｈ
Ｐ
の
試
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
や
生
活
情
報
の
告
知
板
の
機
能
に
加
え
、
地
元

で
活
躍
す
る
グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
と
交
流
の
場

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
Ｈ
Ｐ
の
運

営
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
て
い

く
仲
間
の
存
在
。
操
作
は
簡
単
、
Ｉ
Ｄ
を
共
有
す

れ
ば
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
で
作
業
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に
ご
参
加
下
さ
い
。

学
区
の
Ｈ
Ｐ
試
作
中

Ｉ
Ｔ
化
チ
ー
ム
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

鈴
木
龍
司
（
Ｕ
Ｒ
第
一
町
内
会
長
）
ま
で
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。
電
話
０
８
０
（
３
５
０
２
）

３
５
３
４

ぜ
ひ
、
ご
連
絡
を
！



「
つ
な
が
る
先
は

必
ず
あ
る
」
。
委
員

は
月
１
回
、
手
作
り

の
お
便
り
を
高
齢
者

に
配
っ
て
い
る
。
健

康
維
持
の
運
動
や
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
、

お
年
寄
り
に
と
っ
て

耳
寄
り
な
情
報
が
満

載
。
集
合
住
宅
で
も

玄
関
ポ
ス
ト
ま
で
届

け
て
い
る
と
い
う
。

「
玄
関
の
様
子
で
住

民
の
状
況
を
把
握
で

き
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

『
誰
か
が
見
て
く
れ

て
い
る
』
と
い
う
安

心
感
を
届
け
た
い
」

と
委
員
。

子
育
て
世
代
に
対

し
て
も
、
感
染
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、

サ
ロ
ン
「
と
も
だ
ち

つ
く
ろ
う
」
な
ど
を

通
じ
て
交
流
を
続
け

て
い
る
。

右
の
写
真
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
カ
フ
ェ

サ
ロ
ン
ひ
が
し
志
賀

の
様
子
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
有
効

な
飛
沫
防
止
シ
ー
ト

が
目
に
つ
き
ま
す
。

学
区
長
の
山
崎
悦
男

さ
ん
が
木
枠
を
組
み
、

ビ
ニ
ー
ル
を
張
っ
て

手
作
り
し
た
そ
う
で

す
。
こ
の
日
の
サ
ロ

ン
は
会
話
を
控
え
る

た
め
、
昭
和
の
懐
か

し
い
映
像
の
上
映
会

を
企
画
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
住
民
の
交
流
の

機
会
を
守
ろ
う
と
、

各
団
体
が
工
夫
と
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
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「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」

の
電
子
版
は
こ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

皆
さ
ま
の
ご
協

力
で
節
目
の
１
０

号
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

町
で
活
躍
す
る
人

た
ち
の
情
報
を
編

集
部
の
鈴
木
龍
司

ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

☎
０
８
０
（
３
５

０
２
）
３
５
３
４

頼みの綱 民生・児童委員

◇
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
？

２
年
近
く
、
ま
と
も
に
訪
問
活
動
を

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
は
高
齢
者
の

お
宅
を
回
っ
て
健
康
状
態
や
困
り
事
を

聞
く
の
で
す
が
、
感
染
防
止
の
た
め
、

市
か
ら
「
控
え
る
よ
う
に
」
と
通
知
が

来
て
い
ま
す
。
手
料
理
を
振
る
舞
う
給

食
会
も
開
け
な
い
状
態
で
す
。

◇
心
配
事
は
？

出
掛
け
な
い
、
人
と
話
さ
な
い
。
家

で
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
だ
け
で
は
、
体

力
が
衰
え
る
し
、
認
知
機
能
の
低
下
も

心
配
で
す
。

◇
今
の
状
況
で
ど
う
見
守
り
を
？

心
配
な
方
に
は
電
話
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
話
す
機
会
が
少
な
い
た

め
か
、
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
目
立
ち
ま

す
。
元
気
な
声
だ
と
安
心
し
ま
す
。
毎

月
、
高
齢
者
の
お
宅
に
届
け
る
お
便
り

に
は
「
来
ま
し
た
よ
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
添
え
て
い
ま
す
。

◇
活
動
の
や
り
が
い
は
？

地
域
と
の
関
わ
り
を
持
て
た
点
で
す

ね
。
友
達
も
増
え
ま
し
た
。
委
員
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
自
分
の
団
地
に
誰
が
住

ん
で
い
る
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。
以
前

は
、
み
ん
な
で
お
金
を
貯
め
て
旅
行
に

行
き
、
忘
年
会
や
新
年
会
も
楽
し
み
で

し
た
が
、
今
は
全
部
中
止
。
委
員
の
横

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
し
ま
う
の
が
心

配
で
す
。
何
と
か
早
く
、
コ
ロ
ナ
前
の

状
態
に
戻
し
た
い
で
す
ね
。

「
お
便
り
」
で
つ
な
が
り

池
山
千
津
香
さ
ん

見守り活動 ７期２１年目
「
私
の
次
を
や
っ
て
も
ら

え
な
い
か
な
？
」
。
前
任
者

に
頼
ま
れ
、
委
員
を
引
き
受

け
て
か
ら
７
期
２
１
年
目
に

な
る
。
今
は
民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
の
委
員
長
も
務
め

る
池
山
千
津
香
さ
ん
（
写
真

右
側
）
は
、
持
ち
前
の
明
る

い
人
柄
で
周
り
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ

ナ
は
過
去
に
経
験
の
な
い
非

常
事
態
。
心
配
事
は
尽
き
な

い
と
い
う
。
見
守
り
分
野
の

現
状
と
課
題
、
そ
し
て
活
動

へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

「
地
域
と
の
接
点
が
や
り
が
い
」

地
元
の
英
雄

情
報
提
供
を

自作グッズ＆〝黙〟企画

工夫で交流

１人暮らしのお年寄りや高齢者世帯、
赤ちゃんのいる家庭を温かく見守って
いるのが、民生・児童委員の皆さんた
ち。新型コロナで面会や訪問の機会を
奪われる中、つながりを絶やさないよ
うに日々、奮闘を続けている委員たち
の姿を追った。

コロナ禍 孤立防ぐ


